
清
水
　
健
一

し
　 

み
ず
　
　     

け
ん
い
ち

　
　

養
育
放
棄
な
ど
の
ネ
グ
レ
ス
ト
対
応

件
数
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

26
年
度
６
件
、
27
年
度
は
12
件
、
28

年
度
は
14
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

県
内
の
デ
ー
タ
で
は
、
虐
待
者
の
約

50
％
が
実
母
、
38
・
５
％
が
実
父
と
な
っ

て
い
る
が
、
要
因
を
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

要
因
は
複
数
考
え
ら
れ
、
経
済
的
問

題
や
養
育
者
の
対
応
能
力
、
子
ど
も
自
身

の
問
題
、
子
育
て
協
力
者
の
有
無
な
ど
複

数
が
、
絡
み
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

̶

子
ど
も
の
貧
困
問
題

　
　
　
　
　
　

へ
の
対
応
は̶

　
　

我
が
国
の
、
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困

率
は
16
・
３
％
、
６
人
に
１
人
が
貧
困
状

態
に
あ
る
。
国
で
は
、「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
責
務
を
有

す
る
と
明
記
し
た
が
、
貧
困
問
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

県
や
他
市
の
動
向
を
注
視
し
、
実
態

の
把
握
に
努
め
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、

民
間
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。

　
　

民
間
と
言
え
ば
、「
ふ
か
や
子
ど
も

食
堂
・
ま
め
っ
こ
」
さ
ん
が
ス
タ
ー
ト
し

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方

が
参
加
し
て
お
り
、
今
後
は
学
習
支
援
に

も
取
り
組
み
た
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

継
続
的
な
支
援
を
関
係
各
課
と
協
力

し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。

　
　

内
閣
府
が
中
心
と
な
り
「
子
供
の
未

来
応
援
国
民
運
動
」
が
始
ま
っ
た
が
、
市

は
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
し
、
市
民
に
周
知
し
て
い
る
。

Q
過
去
３
年
間
の
身
体
的
児
童
虐
待
の
対
応
件
数
を
聞
き
た
い

A
26
年
度
は
９
件
、
27
年
度
は
20
件
、
28
年
度
は
26
件
で
あ
る

ＱＡＱＡＱＡ
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路
上
喫
煙
に
つ
い
て
、
環
境
美
化
等

の
観
点
か
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨

て
や
吸
い
殻
の
散
乱
な
ど
に
伴
う
苦
情
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
の
環
境

美
化
に
努
め
る
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

近
隣
自
治
体
に
お
い
て
、
路
上
喫
煙

防
止
条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ

る
か
。

　
　

県
内
40
市
中
25
市
が
条
例
制
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
市
の
状
況
は
、
県
南
を

中
心
と
し
た
人
口
密
度
が
高
い
区
域
で
、

か
つ
、
駅
の
利
用
者
が
多
く
、
そ
の
周
辺

が
路
上
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
場
所
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
路
上
で
の
喫
煙
の

制
限
の
ほ
か
、
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
を

す
る
な
ど
の
対
応
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ

た
市
に
お
い
て
、
条
例
を
制
定
し
た
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

̶

女
性
管
理
職
登
用
に
つ
い
て̶

　
　

深
谷
市
の
管
理
職
の
中
で
、
女
性
管

理
職
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

４
月
１
日
現
在
、
消
防
職
を
除
く
課

長
補
佐
以
上
の
職
員
１
７
１
人
中
、
女
性

は
21
人
、
割
合
は
12
・
３
％
で
あ
る
。

　
　

女
性
管
理
職
登
用
の
促
進
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
か
。

　
　
「
深
谷
市
女
性
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」に
基
づ
き
、女

性
職
員
が
積
極
的
に
管
理
職
を
目
指
す
こ

と
の
で
き
る
職
場
風
土
と
、
職
員
の
意
識

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
今
後
、
路
上
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か

A
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い

ＱＡ
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⻆
田
　
義
徳

つ
の   
だ
　
　
　   

よ
し  

の
り

他市に設置されている喫煙所

五
間
　
く
み
子

ご
　 

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ

問　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

情
報
伝
達
が
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　

５
月
29
日
に
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル

が
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
落
下
し

た
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
日
本
の
領
土
・
領
海

に
落
下
も
し
く
は
通
過
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
伝
達
さ
れ
る
。
排
他
的
経
済
水

域
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
を
使
用
せ
ず
、
船
舶
や
航
空
機

に
警
報
を
発
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達
が
行

わ
れ
た
際
に
市
民
が
避
難
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
サ
イ
レ
ン
音
や
放
送

内
容
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
市
内
12
支

会
の
自
治
会
長
会
議
や
校
長
会
、
議
員
全

員
協
議
会
な
ど
で
説
明
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
ふ
か
や
６
月
号
に
も
情
報

を
掲
載
し
た
。
今
後
も
総
合
防
災
訓
練
や

自
主
防
災
会
の
訓
練
な
ど
、
機
会
を
捉
え

て
周
知
し
て
い
く
。

　
　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
被
害

が
生
じ
た
場
合
に
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　

市
で
は
国
民
保
護
対
策
本
部
を
設
置

し
、
国
や
県
の
対
策
本
部
と
調
整
し
、
警

察
や
自
衛
隊
へ
協
力
を
要
請
し
て
避
難
誘

導
や
交
通
規
制
を
行
う
。
市
民
に
は
防
災

行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル

配
信
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
う
。

　
　

国
民
保
護
協
議
会
の
委
員
構
成
は
。

　
　

市
長
を
会
長
と
し
、
委
員
に
は
陸
上

自
衛
隊
第
32
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
長
、

県
危
機
管
理
防
災
部
危
機
管
理
課
長
、
深

谷
・
寄
居
警
察
署
長
な
ど
31
名
の
方
々
を

委
嘱
し
て
い
る
。

Q
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は

A
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
や
国
民
保
護
計
画
に
よ
り
対
応
す
る

茂
木
　
一
郎

も
て
　 

ぎ
　
　
　  

い
ち 

ろ
う

　
　

国
は
肝
炎
対
策
の
強
化
と
陽
性
者
へ

の
受
診
促
進
の
強
化
を
推
進
し
て
お
り
、

県
に
お
い
て
も
、
埼
玉
県
肝
炎
対
策
推
進

指
針
を
改
定
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
次

の
い
く
つ
か
を
問
う
。
本
市
に
お
け
る
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
者
数
は
。

　
　

平
成
18
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
、
累

計
９
５
９
０
人
で
あ
る
。

　
　

そ
の
間
の
陽
性
者
数
は
。

　
　

累
計
で
１
２
９
人
で
あ
る
。

　
　

陽
性
者
に
対
す
る
医
療
機
関
へ
の
受

診
勧
奨
方
法
は
。

　
　

結
果
通
知
と
と
も
に
、
精
密
検
査
の

受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
情
報
や
医
療
機
関

あ
て
の
診
察
依
頼
書
と
共
に
、
県
の
助
成

制
度
の
案
内
や
肝
炎
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
勧
奨
し
て
い
る
。

　
　

年
度
内
に
医
療
機
関
の
受
診
が
な
い

陽
性
者
に
つ
い
て
は
。

　
　

陽
性
者
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
、「
精
密
検
査
結
果
連
絡
票
」
が
医
療

機
関
か
ら
返
送
さ
れ
て
く
る
が
、
連
絡
票

の
な
い
方
に
対
し
、
再
度
通
知
を
送
付
し

て
受
診
勧
奨
し
て
い
る
。

　
　

医
療
機
関
の
受
診
状
況
は
。

　
　

受
診
の
確
認
が
で
き
た
の
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、
陽
性
者
１
２

５
人
中
62
人
で
あ
る
。

　
　

Ｃ
型
肝
炎
に
関
し
て
は
、
新
薬
に
よ

り
治
療
が
進
歩
し
治
せ
る
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
過
去
に
陽
性
と
判
断
さ
れ
た

方
に
適
切
な
情
報
を
伝
え
、
治
療
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
思
う
。
そ
の
方

々
へ
の
受
診
案
内
を
再
度
す
る
考
え
は
。

　
　

陽
性
者
に
限
ら
ず
、
最
新
の
治
療
法

も
含
め
、
広
く
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

Q
肝
炎
の
重
症
化
を
予
防
す
る
施
策
の
強
化
を

A
今
後
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
周
知
に
努
め
る

ＱＡＱＱ Ａ
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